
別紙様式（第７条関係） 

平成２６年 ５月２６日 

 

報  告  書 

 

島田市議会議長 様 

 

島田市議会議員  佐野 義晴 

島田市議会議員  曽根 嘉明 

島田市議会議員  伊藤 孝 

島田市議会議員  森  伸一 

島田市議会議員  横田川真人 

島田市議会議員  清水 唯史 

島田市議会議員  桜井 洋子 

 

 

議会報告会に出席しましたので、次のとおり報告します。 

 

１ 日時 平成２６年 ５月２４日（土） 

午後 ７時００分～午後 ８時 ４０分 

 

２ 会場  島田市役所会議棟大会議室 

 

３ 参加者数  １９人（男性１６人、女性 ３人） 

 

４ 役割 

(1) 受付   全員と事務局 

(2) 司会     清水 唯史 

(3) 挨拶（概要） 佐野 義晴 

(4) 報告     曽根 嘉明、 桜井 洋子、 伊藤 孝 

(5) 答弁   全員 

(6) 記録     森 伸一 

 



５ 報告事項 

(1) 議会の活動の動向の市民への報告について 

① 総務消防常任委員会 

   議会だよりＮｏ４３のＰ６に書かれている項目を補足説明した。 

    事業仕分け、公共施設の白書作り、川根小学校建設など 

  ② 厚生教育常任員会 

     議会だよりＮｏ４３のＰ５に書かれている項目を補足説明した。 

      高齢者医療事業特別会計、川根小学校建設に関する付帯意見など 

③ 経済建設常任委員会 

   議会だよりＮｏ４３のＰ４に書かれている項目を補足説明した。 

    新処分場候補地選定調査、消防団の機能別団員など 

  ④ 報告に対する質疑 

   ・川根小学校関連の建設費が当初の８億円から１３億円に増えた理由は 

     校舎の面積増や建設位置変更に伴う地盤補強などの工事のため 

(2) 意見及び情報の交換について（今回はテーマ設定なし。） 

  ・小水力発電が市内の各地で設置できるよう、進めてほしい。 

  ・事業仕分けについての議会のスタンスはどうか、パフォーマンスとかいろい

ろ言われるが本来は意味のあることなので、前向きに、中身のある形で行っ

てほしい。（進め方などについて意見をいっていきたい。仕分け人募集があ

ると思うが、市民の方も積極的に手を挙げてほしい） 

  ・パブリックコメントとはどんな位置づけか。平和宣言についてコメントをだ

しても採用されず、無視された感じがした。新病院についてもパブリックコ

メントが始まるようだが、どんな内容か、バソコンをやらない人はどこで資

料を取得できるか（資料は市役所などの入り口にも置く。パブコミがただの

ガス抜きのようなものにならないよう、議会としてもチェックするとともに

しっかり発言していきたい） 

  ・市民会館はどうなるか、市民の意見を議会もしっかり受けとめてほしい。 

   （市民会館をもし修復する場合の費用や今年予定されている公共施設白書の

作成との関連を説明した） 

  ・新市民病院の建設について、５月２日新聞報道があったが、議会の対応は？ 

   （事前の説明、報告がなく遺憾に思っており、病院特別委員会で議論する） 

  ・今回の病院の件（新聞発表が先行）、川根小学校建設の事業費の大幅増加の

パターンは前市政の時と同じ進め方、それに対する議会の対応も同じ。チェ

ック機能が改善されていない感じがする、議会はしっかり対応してほしい。 

   （議会力がつくよう、この１年頑張ったが、さらに努力する） 

６ まとめ（所見） 

 ・参加者は少なかったが、参加者の意識も高く、良い意見交換の場となった。 

・発言者も少数にかたよらず、質問事項も的をえており、スムーズに質疑が進みよ

かった。 

 


